
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
「
桜
て
ん
ぐ
巣
病
駆
除
研
修
会
」
が
12

月
７
日
、
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
大
原
自
治
振
興
会

が
地
域
の
桜
を
美
し
く
咲
か
せ
よ
う
と

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
参

加
者
た
ち
は
、
樹
木
医
か
ら
桜
の
管
理

方
法
、
て
ん
ぐ
巣
病
の
原
因
と
駆
除
方

法
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
同
館
前
の
桜

70
本
の
駆
除
作
業
を
行
い
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
５
台
分
の
枝
が
除
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
地
域
の
景
観
を
守
る
た

め
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
山
内
自
治
振
興
会
主
催
の
名
所
発
見
ウ
ォ
ー
ク
が
11
月
29
日
、

開
催
さ
れ
、
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
の
自
慢
は
案
内
人
が
、
振
興
会
の
名
人
発
掘
事

業
で
発
掘
し
た
地
域
の
方
で
あ
る
こ
と
。

　
今
回
は
そ
の
中
の
お
一
人
で
、
東
海
道
や
猪
鼻
の
歴
史
に
詳
し

い
中な

か

森も
り

武た
け
し

さ
ん
に
山
内
の
絶
好
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
火ひ

頭ず

古こ

神
社

や
子し

葉よ
う

句く

碑ひ

、
明
治
天
皇
聖
跡
な
ど
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
山
内
地
域
外
か
ら
の
参
加
者
か
ら
「
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と

い
う
声
も
あ
り
、
内
の
目
、
外
の
目
で
地
域
の
素
晴
ら
し
い
資
源

を
発
見
・
発
掘
で
き
る
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
。
さ
あ
、
次
は
ど
こ
へ
行

き
ま
し
ょ
う
か
…
。

『
寄
せ
植
え
教
室
』と『
正
月
飾
り
を
作
ろ
う
！
』

●
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
で
は
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
準
備
に
と
、「
寄
せ
植
え

教
室
」
と
、
青
少
年
育
成
会
共
催
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
正
月
飾
り
を
作

ろ
う
！
」
が
12
月
20
日
と
21
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
寄
せ
植
え
教
室
」
は
、
年
々
参
加
者

が
増
え
て
い
る
人
気
の
教
室
で
、
お
正
月

に
ふ
さ
わ
し
い
花
の
寄
せ
植
え
鉢
を
作

ら
れ
ま
し
た
。
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も

飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
翌
日
の
「
正
月
飾
り
を
作
ろ
う
！
」
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に
松
か
さ

な
ど
を
飾
り
、
個
性
的
な
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

山内名所発見ウォークin猪鼻
●山内地域市民センター

バルーンアートで楽しいひととき
～にこにこサークル　クリスマス会～

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
本
町
分
会
と
希
望
ヶ
丘
分
会
で

開
催
し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「
に
こ
に
こ
サ
ー
ク
ル
」
で
、

12
月
９
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
大
道
芸
人
バ

ル
ー
ン
さ
く
ら
さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
実
演
に
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
そ
し
て
親
子
で
工
作
を
体
験
し
た
あ
と
、

サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
一
人
ひ
と
り
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
受
け
取
り
、
心
に
残
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
桜
を
守
る

●
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲寄せ植え教室の様子

●希望ヶ丘地域市民センター

▲バルーンさくらさんによるバルーンショー

▶
駆
除
作
業
の
実
習
を
行
う

参
加
者

▲地域を巡り魅力を満喫した参加者の皆さん

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、

65
歳
以
上
で
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
心

身
の
状
況
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

は
、 

申
請
に
よ
り
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

〈
特
別
障
害
者
控
除
〉

◦
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症

状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻

繁
に
見
ら
れ
、
常
時
介
護
を
必
要
と
し
、

目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
方

◦
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
で
、
排
泄
、

食
事
、
着
替
え
に
介
助
を
必
要
と
す
る
方

◦
指
定
医
の
診
断
書
等
で
身
体
障
が
い
の
程

度
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

〈
障
害
者
控
除
〉

◦
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症

状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
見

ら
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
方

◦
指
定
医
の
診
断
書
等
で
身
体
障
が
い
の

程
度
が
３
級
か
ら
６
級
に
該
当
す
る
方

※
障
が
い
の
程
度
を
確
認
し
た
後
、
該
当
す

る
方
に
つ
い
て
は
認
定
と
な
り
ま
す
。
す

で
に
こ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
定
の
時
と

比
べ
、
様
態
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

■�

お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
わ
る
確
認
書
の

交
付
に
つ
い
て

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
１
年
目
は
主
治
医
の
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
が
必
要
で
す
が
、
２
年
目
以
降
は
こ

れ
に
代
わ
り
、
市
が
交
付
す
る
「
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
証
明
必
要
事
項
の
確
認
書
」

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
中
に
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
て
、

前
年
に
引
き
続
き
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
こ
の
確
認
書
は
要
介
護
認
定
の

主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
確
認
し
ま
す

の
で
、
前
年
に
主
治
医
の
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
受
け
て
お
ら
れ
て
も
確
認
書
を
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●�

各
申
請
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
た
は
、
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
土
山
・
甲
賀
大
原
・
甲

南
第
一
・
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
該
当
す
る
方

へ
の
確
認
書
・
認
定
書
は
後
日
郵
送
に
て

交
付
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
長
寿
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

長
寿
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎
６
５‐０
６
９
８
／

６
３‐４
０
８
５

税務署からのお知らせ
期 間 　２月１６日（月）～３月１６日（月）（土・日曜日は除く）
時 間 　９時～１７時　※１６時頃までにお越しください
場 所 　�水口社会福祉センター 福祉ホール（水口町水口５６０９　水口税務署北隣り）

当
申
告
会
場
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

水口税務署　個人課税部門
☎６２‐０３１４

（自動音声によりご案内しています）

水口税務署の確定申告会場は、
「水口社会福祉センター 福祉ホール」です

　平成26年４月１日から消費税（地方消費税を含む）の
税率が８％に引き上げられました。そのため、平成26
年４月１日を含む課税期間の消費税及び地方消費税
の確定申告書の作成に当たっては、帳簿等において、
課税取引を適用される新・旧税率ごとに区分し、適
用税率ごとに計算する必要があります。

【注意事項】
1�新税率８％の内訳は消費税6．3％、地方消費税
1．7％です。（旧税率：消費税４％・地方消費税１％）

2�平成26年４月１日以後に行われる取引であっても、
経過措置により旧税率が適用される場合がありま
す。経過措置が適用されるものについては、国税
庁ホームページをご参照ください。

消費税の課税事業者の皆さまへ
計算方法にご注意ください

※�当会場では納税はできません。（税務署、または
お近くの金融機関等をご利用ください。）

※�開設期間中は、水口税務署庁舎内では申告相談を
行っていません。作成済みの申告書等の受付、納
税、納税証明書の発行のみを行います。

※復興特別所得税の記載漏れにご注意ください
　還付申告の方も含め、申告される全ての方につい
て「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。
所得税および復興特別所得税の確定申告書の作成に
当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れの
ないようご注意ください。

6平成27年 1月15日7 平成 27年 1月15日


